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瀧
　
井
　
光
　
夫

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
の
研
究
生
活

　
学
務
に
専
念
さ
せ
ら
れ
た
四
年
間
を
終
え
、
サ
バ

テ
ィ
カ
ル
を
得
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
半
年
間
の
研

究
生
活
を
送
っ
た
。
身
分
は
、
経
営
大
学
院
所
属
の

日
本
経
済
経
営
研
究
所
（
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｂ
）
客
員
研
究

員
。
留
学
は
若
い
時
期
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
歳
に
な
っ
て
も
海
外
か
ら
得
る
こ
と
は
実
に
多

い
。
ご
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
地
域
に
開
か
れ
た
研
究
所
の
活
動

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
選
ん
だ
の
は
筆
者
が
前
職
時

代
、
延
べ
八
年
余
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
過
ご
し
、
友

人
か
ら
の
紹
介
も
あ
り
、
ま
た
所
長
の
ヒ
ュ
ー
・
パ

ト
リ
ッ
ク
教
授
に
も
面
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
が
入
所
し
た
〇
七
年
八
月
に
は
、
す
で
に
日
本

の
私
立
大
学
教
員
五
名
と
民
間
、
政
府
機
関
か
ら
派

遣
さ
れ
た
七
名
が
在
籍
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
研
究

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は
東
ア
ジ
ア
研
究
の
一
大
拠
点

で
あ
る
。
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｂ
の
ほ
か
に
ウ
ェ
ザ
ー
ヘ
ッ
ド
東

ア
ジ
ア
研
究
所
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
所
、
中
国
教
育
セ

ン
タ
ー
、
韓
国
研
究
所
、
中
世
日
本
研
究
所
、
ド
ナ

ル
ド
・
キ
ー
ン
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
十
二
の
研

究
所
が
あ
る
。
ウ
ェ
ザ
ー
ヘ
ッ
ド
研
究
所
に
も
日
本

や
中
国
か
ら
来
た
客
員
研
究
員
が
い
る
が
、
客
員
研

究
員
に
対
す
る
面
倒
見
の
よ
さ
は
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｂ
が
抜
群

だ
っ
た
。

　
研
究
員
の
帰
国
、
到
着
ご
と
に
開
か
れ
る
歓
迎
・

送
別
昼
食
会
、
新
学
期
前
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
パ
ー

テ
ィ
ー
、
十
二
月
の
年
末
パ
ー
テ
ィ
の
ほ
か
、
研
究

員
が
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
を
発
表
し
、
所
長
の
司
会

で
討
議
を
進
め
る
毎
月
定
例
の
昼
食
会
な
ど
行
事
は

実
に
多
彩
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
こ
と
ば
か

り
で
は
な
い
。
研
究
所
主
催
あ
る
い
は
他
の
研
究
所

な
ど
と
の
共
催
で
頻
繁
に
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
か
れ
る
。
そ
の
多
く
が
学
外
に
も
公
開
さ
れ
、

そ
の
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
活
発
な
意
見
交
換
の
場

と
な
る
。
こ
う
し
た
催
し
に
参
加
す
る
た
び
に
、
地

域
に
お
け
る
知
的
拠
点
と
し
て
大
学
の
役
割
に
共
感

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
研
究
所
に
は
財
務
管
理
や
報
告
書
の
作
成
な
ど
雑

多
な
仕
事
も
多
い
が
、
こ
う
し
た
催
し
も
す
べ
て
研

究
所
の
教
授
た
ち
と
十
名
余
り
の
ス
タ
ッ
フ
で
こ
な

し
て
い
る
。
彼
ら
の
仕
事
振
り
も
鮮
や
か
だ
っ
た

が
、
潤
沢
な
研
究
所
の
懐
具
合
も
う
ら
や
ま
し
い
。

研
究
所
に
は
日
本
企
業
か
ら
の
寄
付
も
多
い
よ
う
だ

が
、
こ
れ
は
日
本
の
政
財
界
に
広
い
人
脈
を
も
つ
パ

ト
リ
ッ
ク
所
長
の
精
力
的
な
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
講
義
風
景
と
Ｔ
Ａ
の
働
き

　
住
居
を
除
い
て
客
員
研
究
員
は
大
学
の
ほ
ぼ
す
べ

て
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
。
先
生
の
許
可
が
あ

れ
ば
講
義
の
聴
講
も
可
能
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ

ツ
や
バ
グ
ワ
テ
ィ
の
講
義
に
も
関
心
が
あ
っ
た
が
、

す
で
に
講
義
は
や
っ
て
い
な
か
っ
た
。
筆
者
は
、
経

営
大
学
院
で
は
レ
イ
モ
ン
ド
・
ホ
ー
ト
ン
教
授
の
現

代
政
治
経
済
論
、
国
際
関
係
公
共
政
策
大
学
院
（
Ｓ

Ｉ
Ｐ
Ａ
）
で
は
ア
ー
ビ
ン
ド
・
パ
ナ
ガ
リ
ヤ
教
授
の

国
際
貿
易
論
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス
教
授
の

日
本
政
治
の
三
科
目
を
聴
講
し
た
。
メ
ー
ル
で
聴
講

の
許
可
を
求
め
る
と
、
先
生
か
ら
折
り
返
し
了
解
し

た
と
の
返
事
が
来
た
。
ま
た
、
学
期
末
に
聴
講
の
お

礼
を
述
べ
る
と
、「
講
義
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
返
事
を
も
ら
っ
た
。
聴
講
生
に
も
迅
速

で
暖
か
く
対
応
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
有
難
く
、
日

本
で
も
見
習
わ
ね
ば
と
思
っ
た
も
の
だ
。

　
講
義
は
、
現
代
政
治
経
済
論
は
一
回
九
〇
分
で
週

二
回
、
他
は
一
一
〇
分
で
週
一
回
。
講
義
の
や
り
方

は
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
誰
も
マ
イ
ク
は
使
わ
な
い
。
百

人
位
が
出
席
し
て
い
る
カ
ー
テ
ィ
ス
先
生
の
教
室
で

は
、
聞
え
な
け
れ
ば
前
に
来
る
よ
う
に
と
言
う
だ
け

で
あ
る
。
す
べ
て
の
先
生
が
授
業
前
に
は
教
室
に
来

て
い
て
、
時
間
通
り
に
終
わ
る
。
講
義
で
も
学
生
は

積
極
的
に
挙
手
し
て
ど
ん
ど
ん
質
問
す
る
。
先
生
も

学
生
に
質
問
し
て
理
解
の
程
度
を
確
認
し
て
い
る
。

　
パ
ト
リ
ッ
ク
先
生
が
「
学
部
生
の
入
試
は
全
部
大

学
が
や
る
が
、
院
生
の
選
考
は
院
の
名
声
に
か
か
わ

る
か
ら
す
べ
て
わ
れ
わ
れ
が
や
る
」
と
言
っ
て
い
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た
。
も
ち
ろ
ん
高
い
授
業
料
を
払
う
学
生
の
方
も
授

業
の
質
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
教

え
る
側
と
教
え
ら
れ
る
側
と
の
緊
張
関
係
が
教
室
の

空
気
に
も
反
映
し
て
い
る
。

　
現
代
政
治
経
済
論
で
は
原
典
を
抜
粋
し
た
分
厚
い

テ
キ
ス
ト
二
冊
が
事
前
に
配
布
さ
れ
た
が
、
学
生
も

講
義
に
関
連
す
る
新
聞
や
雑
誌
の
記
事
、
調
査
資
料

な
ど
自
分
で
読
ん
で
興
味
深
か
っ
た
も
の
を
学
内
の

電
子
メ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
で
受
講
者
に
送
っ
て
く

る
。
自
分
だ
け
読
ん
で
満
足
せ
ず
、
情
報
を
共
有
し

よ
う
と
わ
け
で
あ
る
。
国
際
貿
易
論
で
は
、

C
o
u
r
s
e
W
o
r
k
s
@
C
o
l
u
m
b
i
a

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
Ｔ
Ａ
（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

か
ら
履
修
登
録
者
に
補
習
の
連
絡
や
練
習
問
題
な
ど

が
送
ら
れ
て
来
た
。

　
先
生
に
よ
っ
て
Ｔ
Ａ
の
使
い
方
は
異
な
る
が
、
Ｔ

Ａ
は
毎
回
授
業
に
出
席
し
て
、
授
業
内
容
や
学
生
の

反
応
を
観
察
し
て
い
る
。
試
験
や
レ
ポ
ー
ト
の
採
点

な
ど
講
義
以
外
の
仕
事
は
す
べ
て
Ｔ
Ａ
に
任
せ
て
い

る
先
生
も
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
Ｔ
Ａ
の
報
酬
は
か
な

り
の
も
の
ら
し
い
。
反
面
、
評
価
も
厳
し
く
、
期
末

に
は
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
評
価
表
が
学
生
に
配
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
大
学
院
に
お
け
る
Ｔ
Ａ
の
役
割
は

非
常
に
大
き
く
、
教
員
の
負
担
が
軽
す
ぎ
る
と
い
う

批
判
も
出
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
は
研
究
の
た
め
の
大
学
だ
か
ら
他
と
は
違
う
と

い
う
教
員
側
の
自
負
も
非
常
に
強
く
、
コ
マ
数
も
週

二
回
程
で
し
か
な
い
。

　
膨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
イ
ド
・
キ
ャ

　
　
留
学
生
の
世
話
係
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
は
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
に
次
い
で
多
く
の
留
学
生

が
い
る
。
〇
七
年
度
の
在
籍
外
国
人
数
は
学
生
四
九

七
〇
人
（
全
学
の
二
〇
％
）
、
研
究
者
一
三
二
七

人
。
出
身
国
は
一
五
三
ヵ
国
に
及
ん
で
い
る
。

　
彼
ら
の
世
話
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
の
が
Ｉ

Ｓ
Ｓ
Ｏ
（I

n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
S
t
u
d
e
n
t
s
 
a
n
d

Scholars Office

）
で
あ
る
。
入
学
や
ビ
ザ
手
続
き

の
ほ
か
、
新
学
期
初
め
に
は
安
売
り
家
具
店
イ
ケ
ア

に
週
末
買
出
し
の
バ
ス
を
出
し
、
格
安
費
用
で
ボ
ス

ト
ン
と
ワ
シ
ン
ト
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
一
泊
二
日
の
バ
ス

旅
行
も
行
っ
て
い
る
。
同
伴
家
族
の
た
め
の
親
睦
会

や
セ
ミ
ナ
ー
、
市
内
の
行
事
案
内
な
ど
頻
繁
に
メ
ー

ル
で
案
内
が
来
る
。
学
期
は
じ
め
に
副
学
長
主
催
で

行
わ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
楽
し
い
交
流
の
場

で
あ
っ
た
。
留
学
生
が
多
い
筆
者
所
属
の
大
学
院
で

も
、
か
な
わ
ぬ
こ
と
だ
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
た
。

　
な
お
、
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
年
次
報
告
書
に
よ
る
と
、
〇

八
年
度
の
国
別
留
学
生
数
は
、
最
大
が
中
国
の
八
六

八
人
（
留
学
生
全
体
の
一
六
・
三
％
）
、
次
い
で
韓

国
六
〇
〇
人
、
イ
ン
ド
四
二
一
人
。
日
本
は
二
一
二

人
で
中
国
の
四
分
の
一
、
韓
国
の
三
分
の
一
と
な
っ

た
。
日
本
人
留
学
生
の
影
は
次
第
に
薄
く
な
っ
て
い

る
。
　
　
（
た
き
い
み
つ
お
・
桜
美
林
大
学
教
授
）

ン
パ
ス
に
は
三
〇
余
り
の
図
書
館
が
あ
る
。
筆
者
の

研
究
テ
ー
マ
で
一
番
役
立
っ
た
の
は
、
経
営
大
学
院

の
ワ
ト
ソ
ン
図
書
館
と
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
リ
ー
マ
ン
図
書

館
の
二
つ
で
あ
る
。
ワ
ト
ソ
ン
図
書
館
は
経
営
大
学

院
の
あ
る
ユ
リ
ス
・
ホ
ー
ル
の
約
半
分
を
占
め
る
。

一
階
と
二
階
の
壁
側
に
は
グ
ル
ー
プ
学
習
の
た
め
の

ガ
ラ
ス
張
り
の
小
部
屋
が
並
び
、
集
団
で
勉
強
し
て

い
る
。
試
験
が
近
づ
く
と
、
小
部
屋
に
入
り
き
れ
な

い
学
生
が
一
階
の
閲
覧
室
に
溢
れ
出
て
く
る
た
め
実

に
騒
々
し
い
。
し
か
し
、
三
階
は
一
人
用
の
机
が
開

架
式
の
書
庫
の
周
囲
に
配
置
さ
れ
、
実
に
静
か
で
快

適
だ
っ
た
。
図
書
館
の
中
に
グ
ル
ー
プ
で
勉
強
が
で

き
る
エ
リ
ア
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
こ
こ
の
特

色
ら
し
い
。
リ
ー
マ
ン
図
書
館
に
も
あ
る
が
、
こ
こ

の
グ
ル
ー
プ
学
習
室
は
教
室
の
延
長
の
よ
う
で
、
か

な
り
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
た
め
閲
覧
室

に
は
学
習
室
か
ら
の
雑
音
は
届
か
ず
、
図
書
館
の
研

究
環
境
は
申
し
分
な
い
。

　
図
書
館
で
最
も
恩
恵
に
浴
し
た
の
は
、
全
米
の
学

術
誌
、
研
究
所
の
刊
行
物
、
統
計
な
ど
、
日
本
で
は

簡
単
に
手
に
入
ら
な
い
実
に
膨
大
な
資
料
の
デ
ー

タ
・
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
検
索
し
た
論

文
を
隣
接
す
る
プ
リ
ン
タ
ー
に
送
れ
ば
全
文
を
自
動

的
に
印
刷
で
き
る
。
コ
ピ
ー
の
枚
数
制
限
は
一
日
あ

た
り
百
枚
だ
が
、
コ
ピ
ー
も
含
め
て
す
べ
て
無
料
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
多
く
の
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
デ
ー
タ
提
供
先
と
の
契
約
で
利
用
で
き

る
の
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
（University Network ID

）

を
持
っ
て
い
る
学
生
、
客
員
研
究
員
、
教
職
員
な
ど

学
内
者
だ
け
で
あ
る
。
学
外
者
は
図
書
館
に
入
れ
て

も
、
こ
れ
は
利
用
で
き
な
い
。

　
な
お
、
蔵
書
は
学
内
共
通
の
コ
ピ
ー
・
カ
ー
ド
で
複

写
で
き
る
。
料
金
は
一
枚
五
セ
ン
ト
。
カ
ー
ド
に
残
高

が
な
く
な
れ
ば
、
コ
ピ
ー
機
の
隣
に
あ
る
機
械
で

チ
ャ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
便
利
で
あ
る
。
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